
DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

幼

免

保

育

士

特

別

支

援

社

福

主

子ども支援論Ⅰ 2 必 ○

幼
教
必

◎ ○ ○ 〇

子ども支援論Ⅱ 2 必   ○

幼
教
必

○ ○ ◎ 〇

健康保育総論 2 必 ○

幼
教
必

保
育
士
選

○ ◎ ○ 〇

特別支援教育
概論

2 必 ○   

特
支
必

◎ ○ ○ 〇

保育原理 2 必 ○

保
育
士
必

社
福
主
必

◎ ○ ○ ○ 〇

子どもの理解と
援助（教育相談
を含む）

[2] 必 ○

幼
教
必

保
育
士
必

○ ○ ○ ◎ 〇

教育課程論 2 必   ○

幼
教
必

保
育
士
必

○ ◎ ○

教職基礎論
（保育者論）

2 必   ○

幼
教
必

保
育
士
必

◎ ○ ○ ○

保育方法論 2 必   ○

幼
教
必

保
育
士
選

◎ ○ ○ ○

保育指導論 2 選   ○ ＿

保
育
士
選

○ ◎ ○

教育概論 2 必 ○   

幼
教
必

保
育
士
必

社
福
主
必

◎ ○ ○

教育制度論 1 必 ◑
幼
教
必

○ ◎

教育心理学 2 必 ○

幼
教
必

保
育
士
必

○ ○ ◎

子ども家庭支援
の
心理学

2 選 ○  

保
育
士
必

○ ○ ◎

子どもの保健 2 必 ○ ＿

保
育
士
必

◎ ○ ○

乳児保育 2 選 ○

保
育
士
必

◎ ○ ○

社会福祉概論 2 選 ○   

保
育
士
必

社
福
主
必

◎ ○ ○

子ども家庭福祉 2 必 ○

保
育
士
必

◎ ○ ○ 〇

子ども家庭支援
論

2 選   ○

保
育
士
必

○ ◎ ○ 〇

社会的養護概
論

2 選 ○

保
育
士
必

◎ ○ ○

特別支援保育
演習

［1］ 必 ◑
幼
教
必

○ ○ ◎ ○

子どもと健康 [1] 必 ◑
幼
教
必

保
育
士
選

◎ ○ ○

子どもと人間関
係

1 必 ◐
幼
教
必

保
育
士
選

◎ ○ ○

子どもと環境 1 必 ◑
幼
教
必

保
育
士
選

◎ ○ ○

子どもと言葉 1 必 ◐
幼
教
必

保
育
士
選

◎ ○ ○

主

要

授

業

科

目

専

 

門

 

教

 

育

 

科

 

目

保

育

基

礎

科

目

健康保育

保

育

実

践

科

目

様々な立場の人と
ともに、多様な視
点で幼児教育・保
育のあり方を探究
することができる。

子どものために、
多様な専門性をも
つ他者と考えを交
わし、協力して取
り組むことができ
る。

1 2 3 4

障がい児、病児
等、多様な背景を
もつ子どもの
支援に必要な基
本的知識を有して
いる。

子どもの豊かな発
達を支援するため
に必要な特別支
援、健康保育、子
ども芸術・文化領
域に関する基本
的知識を有し、こ
れら３領域特有の
基礎技能を身に
付けている。

子どもの健やかな
育ちに資する情報
を収集し、根拠に
基づいて考え、保
育を構想し、実践
できる。

子どもの最善の利
益を希求し、多様
な視点で適切な
支援を省察するこ
とができる。

標 準 開 設 年 次
子どもの思いや考
えなどを受け止
め、子ども一人ひ
とりの良さや可能
性を見出すことが
できる。

自らの専門性の向
上を追求し、主体
的に学び続ける姿
勢を身に付けてい
る。

免許・資格必選別

備考

乳幼児期の子ども
の発達及び幼児
教育・保育に関す
る基本的知識を有
している。

 区分 授業科目

単

位

数

必

選

別

【知識・技能】 【思考力・判断力・表現力】 【主体性・多様性・協同性】

令和7年度　子ども支援学部子ども支援学科（専門教育科目）　カリキュラムチェックリスト　（令和7年度入学生以降 )

専門教育科目

育児・ABM必

育児・ABM必

育児・ABM必

育児・ABM必



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

幼

免

保

育

士

特

別

支

援

社

福

主

主

要

授

業

科

目

様々な立場の人と
ともに、多様な視
点で幼児教育・保
育のあり方を探究
することができる。

子どものために、
多様な専門性をも
つ他者と考えを交
わし、協力して取
り組むことができ
る。

1 2 3 4

障がい児、病児
等、多様な背景を
もつ子どもの
支援に必要な基
本的知識を有して
いる。

子どもの豊かな発
達を支援するため
に必要な特別支
援、健康保育、子
ども芸術・文化領
域に関する基本
的知識を有し、こ
れら３領域特有の
基礎技能を身に
付けている。

子どもの健やかな
育ちに資する情報
を収集し、根拠に
基づいて考え、保
育を構想し、実践
できる。

子どもの最善の利
益を希求し、多様
な視点で適切な
支援を省察するこ
とができる。

標 準 開 設 年 次
子どもの思いや考
えなどを受け止
め、子ども一人ひ
とりの良さや可能
性を見出すことが
できる。

自らの専門性の向
上を追求し、主体
的に学び続ける姿
勢を身に付けてい
る。

免許・資格必選別

備考

乳幼児期の子ども
の発達及び幼児
教育・保育に関す
る基本的知識を有
している。

 区分 授業科目

単

位

数

必

選

別

【知識・技能】 【思考力・判断力・表現力】 【主体性・多様性・協同性】

令和7年度　子ども支援学部子ども支援学科（専門教育科目）　カリキュラムチェックリスト　（令和7年度入学生以降 )

専門教育科目

子どもと表現 [1] 必 ◑
幼
教
必

保
育
士
選

◎ ○ ○

子どもの音楽Ⅰ [2] 必   ○

幼
教
必

保
育
士
必

◎ ○ ○

子どもの音楽Ⅱ [2] 必   ○

幼
教
必

保
育
士
選

◎ ○ ○

子どもの音楽Ⅲ [2] 選   ○    ◎ ○ ○

子どもの音楽Ⅳ [2] 選     ○  ◎ ○ ○

子どもの造形Ⅰ [2] 必   ○

幼
教
必

保
育
士
必

◎ ○ ○

子どもの造形Ⅱ [2] 必   ○

幼
教
必

保
育
士
選

◎ ○ ○

子どもの体育 [1] 選 ◐  

保
育
士
必

◎ ○ ○

保育内容総論 [1] 必 ◐
幼
教
必

保
育
士
必

◎ ○ ○ 〇

保育内容「健
康」の指導法

[2] 必 ○

幼
教
必

保
育
士
必

○ ◎ ○

保育内容「人間
関係」の
指導法

[2] 必 ○

幼
教
必

保
育
士
必

○ ◎ ○

保育内容「環
境」の指導法

[2] 必   ○

幼
教
必

保
育
士
必

○ ◎ ○

保育内容「言
葉」の指導法

[2] 必   ○

幼
教
必

保
育
士
必

○ ◎ ○

保育内容「表
現」の指導法

[2] 必 ○

幼
教
必

保
育
士
必

○ ◎ ○

子どもの健康と
安全

[1] 選 ◑ 　

保
育
士
必

○ ◎ ○

子どもの食と栄
養

[2] 選 ○

保
育
士
必

○ ◎ ○

食育実践演習 [2] 選 ○

保
育
士
選

◎ ○ ○

子育て支援 [1] 選   ◐

保
育
士
必

○ ◎ ○

障害児保育演
習

[2] 必 〇   

保
育
士
必

◎ ○ ○ ○

乳児保育学内
演習

[1] 選 　 ◑

保
育
士
必

○ ○ ◎ ○

社会的養護内
容演習

[1] 選 ◑

保
育
士
必

○ ◎ ○

保育実習Ⅰ (4) 選 ○

保
育
士
必

○ ○ ○ ◎ ○ 〇

保育実習指導
Ⅰ

[2] 選 ○

保
育
士
必

◎ ○ ○ ○

保育実習Ⅱ (2) 選   ○ ○

保
育
士
選

○ ○ ○ ○ ◎ 〇

保育実習指導
Ⅱ

[1] 選   ○ ○

保
育
士
選

◎ ○ ○ ○

専

 

門

 

教

 

育

 

科

 

目

◎

◎

保

育

実

践

科

目

リトミック必

①
①

又

は

②

い

ず

れ

か

保

育

士

選

択

必

修

リトミック必

リトミック選

リトミック選

育児・ABM必



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

幼

免

保

育

士

特

別

支

援

社

福

主

主

要

授

業

科

目

様々な立場の人と
ともに、多様な視
点で幼児教育・保
育のあり方を探究
することができる。

子どものために、
多様な専門性をも
つ他者と考えを交
わし、協力して取
り組むことができ
る。

1 2 3 4

障がい児、病児
等、多様な背景を
もつ子どもの
支援に必要な基
本的知識を有して
いる。

子どもの豊かな発
達を支援するため
に必要な特別支
援、健康保育、子
ども芸術・文化領
域に関する基本
的知識を有し、こ
れら３領域特有の
基礎技能を身に
付けている。

子どもの健やかな
育ちに資する情報
を収集し、根拠に
基づいて考え、保
育を構想し、実践
できる。

子どもの最善の利
益を希求し、多様
な視点で適切な
支援を省察するこ
とができる。

標 準 開 設 年 次
子どもの思いや考
えなどを受け止
め、子ども一人ひ
とりの良さや可能
性を見出すことが
できる。

自らの専門性の向
上を追求し、主体
的に学び続ける姿
勢を身に付けてい
る。

免許・資格必選別

備考

乳幼児期の子ども
の発達及び幼児
教育・保育に関す
る基本的知識を有
している。

 区分 授業科目

単

位

数

必

選

別

【知識・技能】 【思考力・判断力・表現力】 【主体性・多様性・協同性】

令和7年度　子ども支援学部子ども支援学科（専門教育科目）　カリキュラムチェックリスト　（令和7年度入学生以降 )

専門教育科目

保育実習Ⅲ (2) 選   ○ ○

保
育
士
選

○ ○ ○ ○ ◎ 〇

保育実習指導
Ⅲ

[1] 選   ○ ○

保
育
士
選

◎ ○ ○ ○

教育実習指導
（幼）

(1) 選 　 　

幼
教
必

◎ ○ ○ ○

教育実習（幼） (4) 選 　 　 ○

幼
教
必

○ ○ ○ ◎ ○ 〇

保育・教職実践
演習

[2] 選
幼
教
必

保
育
士
必

○ ◎ ○ ○ 〇

知的障害児教
育総論

2 必   ○

特
支
必

○ ◎ ○ ○

肢体不自由児
教育総論

1 必 　 ◑
特
支
必

○ ◎ ○ ○

病弱児教育総
論

1 必 ◐
特
支
必

○ ◎ ○ ○

知的障害児の
心理・生理・病
理

2 選 ○ 　

特
支
必

◎ ○ ○

知的障害児指
導法

2 選 ○

特
支
必

◎ ○ ○ ○

重複障害・LD等
教育総論

2 選 　 ○

特
支
必

○ ◎ ○ ○

視覚障害児の
心理・生理・病
理

1 選 ◑
特
支
必

◎ ○ ○

聴覚障害児の
心理・生理・病
理

1 選 ◐
特
支
必

◎ ○ ○

視覚・聴覚障害
児教育論

1 選 ◑ 　

特
支
必

○ ◎ ○

病弱児の心理・
生理・病理

2 選 ○ 　

特
支
必

◎ ○ ○

病弱児指導法 2 選 ○

特
支
必

◎ ○ ○ ○

肢体不自由児
の
心理・生理・病
理

2 選 ○ 　

特
支
必

◎ ○ ○

肢体不自由児
指導法

2 選 ○

特
支
必

◎ ○ ○ ○

特別支援教育
実習（事前事後
指導を含む）

(3) 選 ○

特
支
必

○ ○ ◎ ○

健康保育Ａ
（保育現場での
子どもの病気）

2 必 ○ 　

保
育
士
選

○ ◎ ○

健康保育Ｂ
（病児・病後児
保育）

１ 必 ◑ 　 ○ ◎ ○

健康保育Ｃ
（医療保育特
論）

[1] 必 ○ ○ ◎ ○

健康保育実習
（事前事後指導
を含む）

(2) 選 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

子ども芸術・文
化

1 必 ◐ ◎ ○ ○ 〇

子ども芸術Ⅰ
（子ども美術）

2
選
必

○ ◎ ○ ○
子

ど

も

芸

術

・

文

化

科

目

専

 

門

 

教

 

育

 

科

 

目

○

◎

◎

健

 

康

 

保

 

育

 

科

 

目

保

育

実

践

科

目

健康保育

健康保育

健康保育

育児・
ABM必

健康保育

特

別

支

援

科

目

①

又

は

②

い

ず

れ

か

保

育

士

選

択

必

修

②

子ど
も芸
術・文
化

子ど
も芸
術・文
化

い

ず

れ

か

1

科

目

選

択

必

修



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

幼

免

保

育

士

特

別

支

援

社

福

主

主

要

授

業

科

目

様々な立場の人と
ともに、多様な視
点で幼児教育・保
育のあり方を探究
することができる。

子どものために、
多様な専門性をも
つ他者と考えを交
わし、協力して取
り組むことができ
る。

1 2 3 4

障がい児、病児
等、多様な背景を
もつ子どもの
支援に必要な基
本的知識を有して
いる。

子どもの豊かな発
達を支援するため
に必要な特別支
援、健康保育、子
ども芸術・文化領
域に関する基本
的知識を有し、こ
れら３領域特有の
基礎技能を身に
付けている。

子どもの健やかな
育ちに資する情報
を収集し、根拠に
基づいて考え、保
育を構想し、実践
できる。

子どもの最善の利
益を希求し、多様
な視点で適切な
支援を省察するこ
とができる。

標 準 開 設 年 次
子どもの思いや考
えなどを受け止
め、子ども一人ひ
とりの良さや可能
性を見出すことが
できる。

自らの専門性の向
上を追求し、主体
的に学び続ける姿
勢を身に付けてい
る。

免許・資格必選別

備考

乳幼児期の子ども
の発達及び幼児
教育・保育に関す
る基本的知識を有
している。

 区分 授業科目

単

位

数

必

選

別

【知識・技能】 【思考力・判断力・表現力】 【主体性・多様性・協同性】

令和7年度　子ども支援学部子ども支援学科（専門教育科目）　カリキュラムチェックリスト　（令和7年度入学生以降 )

専門教育科目

子ども芸術Ⅱ
（子ども音楽）

2
選
必

○ ◎ ○ ○

子ども芸術Ⅲ
（臨床美術）

2
選
必

○ ○ ◎ ○

子ども芸術Ⅳ
（リトミック）

2
選
必

○ ○ ◎ ○

遊びと文化 2
選
必

○ ◎ ○ ○

ゼミナール [2] 必 ◎ ○ ○ 〇

卒業研究 [4] 必 ◎ ○ ○ 〇

総

合

研

究

科

目

子

ど

も

芸

術

・

文

化

科

目

専

 

門

 

教

 

育

 

科

 

目

◎

子ど
も芸
術・文
化
リト
ミック
選
子ど
も芸
術・文
化
臨床
美術
必

◎ 隔週

子ど
も芸
術・文
化
リト
ミック
必

子ど
も芸
術・文
化

い

ず

れ

か

1

科

目

選

択

必

修


